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　本発表では日本地球惑星科学連合（JpGU）の国際化について議論する。JpGUの活動は多岐にわたるが、毎

年開催される連合大会と学術出版事業は2本の柱と考えることができる。また、特にこれら2本の柱について国

際化の必要性が強調されてきた。学術出版事業については、日本学術振興会の研究成果公開促進費「国際情報

発信強化」の支援によりPEPS誌が2014年に創刊され、2017年Impact Factorが付与されたことにより軌道に

のった。連合大会については、2017年にAGUとの初の共同開催を成功させ、2020年にも共同開催の予定と

なっている。連合大会の国際化が推進されるいっぽうで、日本語対応も重視されており、英語と日本語の両方

への対応によるJpGU関係者の負担は無視できない。また、英語セッションと海外参加者が少ないために海外研

究者に連合大会への参加を勧める際に障壁を感じる。さらに、地球惑星科学関連の国際会議は増加傾向にあ

り、連合大会の世界における相対的重要性は低下しつつある。したがい、本発表ではJpGUの国際化の意義なら

びに連合大会の英語セッションを大幅に増やす（すなわち、日本語セッションを大幅に減らす）可能性につい

て検討する。
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